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ホワイ ト  ペーパー
サービス プロバイダー ネッ トワーク向けのスケーラブルな

セッ ショ ン  ボーダー コ ント ロール機能

Voice over IP （VoIP）、 ビデオ ス ト リー ミ ング、 イ ンス タ ン ト  メ ッ セージング、 マ

ルチ メ デ ィ ア会議、 およびイ ン タ ラ ク テ ィ ブ ゲームは、今日の競争の激しい通信市

場で急速に伸びている リ アルタ イム IP ベース アプ リ ケーシ ョ ンの一部に過ぎませ

ん。 サービス プロバイダーの間では、 自社の IP ネ ッ ト ワーク を顧客の IP ネ ッ ト

ワークおよび他のサービス プロバイダーの IP ネ ッ ト ワークの両方と相互接続する

こ とが、 効率的であ り経済的である とい う考え方が広ま り つつあ り ます。 このよ う

な流れの中で、サービス プロバイダーが IP ネ ッ ト ワーク境界で リ アルタ イム マル

チ メ デ ィ ア コ ミ ュニケーシ ョ ン セ ッ シ ョ ン を制御および管理するための Session
Border Controller （SBC; セ ッ シ ョ ン ボーダー コ ン ト ローラ） の必要性が生じ ま し

た。 このホワイ ト  ペーパーでは、 サービス プロバイダーが SBC 機能をネ ッ ト ワー

クに展開する さ まざまな方法を紹介し、SBC 機能を組み込んだシス コのネ ッ ト ワー

ク  コ ンポーネン ト 製品について説明し ます。

ビジネス上の課題

VoIP が登場し た当初のパケ ッ ト 音声ネ ッ ト ワークは、オフネ ッ ト ワークの通話を処理するた

めに Public Switched Telephone Network （PSTN; 公衆電話交換網） に相互接続し ており、 パ

ケ ッ ト 音声ネ ッ ト ワークは独立し て存在し ていま し た。やがて、VoIP サービス プロバイダー

は各社のネ ッ ト ワーク間で直接のピア リ ング関係を確立する こ と を考えるよ う にな り、 それ

を実現するために、孤立し た VoIP の「島々」の架け橋と し てバッ ク ツーバッ クの TDM（Time-
Division Multiplexing; 時分割多重） メ デ ィ ア ゲー ト ウ ェ イ を導入し ま し た。 このアーキテ ク

チャは機能し ま し たが、メ デ ィ ア ゲー ト ウ ェ イで繰り返される音声の符号化と復号化によ っ

て音声品質が低下する とい う新たな問題が生じ ま し た。

このバッ ク ツーバッ クのメ デ ィ ア ゲー ト ウ ェ イ  ペアを置き換え、さ らに VoIP ネ ッ ト ワーク

間でのネイテ ィ ブ IP による相互接続を可能にする ものと し て、 SBC が導入されま し た。 初

期の SBC では、 音声だけを重視し て、 IP ネ ッ ト ワーク境界で リ アルタ イム VoIP セ ッ シ ョ

ン を制御および管理し ていま し た。 SBC によ り、 TDM 相互接続の削減、 音声品質の向上、

および運用コ ス ト の最小化を実現する と共に、 安全、 説明可能、 かつ公平な方法で IP ネ ッ

ト ワーク を相互接続する こ とができま し た。

サービス プロバイダーにと っては VoIP セ ッ シ ョ ンが最大の収益源であったため、SBC は当

初は VoIP 向けに設計されま し たが、 ビデオ、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ゲーム、 マルチ メ デ ィ ア会

議などの他の種類の IP 上でのリ アルタ イム通信においても同様に有用です。 SBC はネ ッ ト

ワークのエ ッ ジに配置されるため、 リ アルタ イム通信サービスをサポー ト する異種ネ ッ ト

ワーク間を相互接続する際のセキュ リ テ ィ 、 イ ン タ ーワーキング、 および QoS （Quality-of
Service; サービス品質） に関する課題に対処するのに最適な存在です。 SBC が次第に多 く の

VoIP 通信事業者に受け入れられるよ う になってきた頃、携帯電話事業者およびベンダーのコ

ン ソ ー シ ア ム で あ る T hird-Generation Partnership Pro ject （3GPP） は、 IP Mu ltimedia
Subsystem （IMS; IP マルチ メ デ ィ ア サブシステム） アーキテ クチャ を開発し、 携帯の世界

と  IP ネ ッ ト ワークの両方でマルチ メ デ ィ ア サービスの提供を標準化し ま し た。 IMS では、
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SIP （Session Initiation Protocol; セ ッ シ ョ ン開始プロ ト コル） などのオープンな標準ベース

のプロ ト コルを使用する こ と で、 サービス プロバイダーがア クセス ネ ッ ト ワークやエン ド

ユーザのデバイスに依存せずにマルチ メ デ ィ ア サービスを制御および配信でき るよ う に し

ています。当初はワイヤレス ネ ッ ト ワーク を想定し ていま し たが、 IMS と そのセ ッ シ ョ ン制

御およびシグナ リ ング イ ン フ ラス ト ラ クチャは、 有線市場の標準化団体 （TISPAN など） や

CATV 市場の標準化団体 （CableLabs® など） でも採用されています。 IMS では、 他の IP 通
信事業者との相互接続のために、 SBC の機能を IMS アーキテ クチャのい く つかの機能要素

に分散し てアクセス集約ポイ ン ト に組み込んでいます。

IMS によ って実現されるサービスや、 IP ビデオのよ う な非 IMS のリ アルタ イム サービスで

は、 音声サービス、 ビデオ サービス、 およびデータ  サービスが組み合わされた リ アルタ イ

ム通信のセ ッ シ ョ ンを管理するために、 SBC に求められる要件が高まっています。 そのよ う

な課題にもかかわらず、 SBC を使用する と、 サービス プロバイダーはネ ッ ト ワークの総コ

ス ト を削減し ながら、数多 く の新たな収益源を開拓する こ とができます。VoIP ネ ッ ト ワーク

ピア リ ングの技術的課題の大半は解決されま し たが、 次に問題になるのは、 収益を上げなが

ら安全に IP ネ ッ ト ワーク を拡大し て、 広範なマルチ メ デ ィ ア サービスをサポー ト する方法

です。

SBC の役割

ネ ッ ト ワーク ど う しのピア接続の規模、 数、 および複雑さが増し ている中、 今日の SBC は、

通信事業者が多岐にわたるアプ リ ケーシ ョ ン をネ ッ ト ワークの境界を越えて拡大でき る よ

う に対応し ている必要があ り ます。 さ らに、 包括的なネ ッ ト ワーク  セキュ リ テ ィ を備えてい

る こ とや、複数のネ ッ ト ワークにまたがって運営されているサービスからサービス プロバイ

ダーが収益を得るための方法を提供する こ と も必要です。 通信事業者は、 セ ッ シ ョ ンの合法

的傍受に関する規制に従 う と共に、 ピア リ ングの相手および顧客との SLA （Service-Level
Agreement; サービス レベル契約） を尊重する必要があり ます。 SBC は、 サービス プロバイ

ダーの IP ネ ッ ト ワークのエ ッ ジや企業の統合型ネ ッ ト ワークの境界など、 ネ ッ ト ワークの

さ まざまな場所に配置され、 相互接続し ている他の IP ネ ッ ト ワーク との分界点にな り ます。

SBC は、 マルチ メ デ ィ ア セ ッ シ ョ ンのシグナリ ング パス と メ デ ィ ア パスのどち ら を管理す

る上で も さ まざまな役割を果た し、 通常は以下の機能のすべてまたは大部分を備えていま

す。

接続性

SBC は、サービス プロバイダーの IP ネ ッ ト ワークのエ ッ ジで Network Address Translation
（NAT; ネ ッ ト ワーク  ア ド レス変換） を行います。 これによ り、 他の信頼できないネ ッ ト ワー

クに対し てネ ッ ト ワーク  ア ド レス情報を隠蔽し ながら、ネ ッ ト ワーク境界を越えて メ デ ィ ア

を送信できます。 また、 SBC は、 SIP、 H.323、 Media Gateway Control Protocol （MGCP; メ
デ ィ ア ゲー ト ウ ェ イ  コ ン ト ロール プロ ト コル）、 H.248 などの IP ネ ッ ト ワークで使用され

るプロ ト コル間のシグナ リ ング変換およびイ ン ターワーキングも行います。

セキュ リ テ ィ

SBC は、 シグナリ ングと メ デ ィ アのフ ァ イアウォール、 ネ ッ ト ワーク  ト ポロジ隠蔽、 認証、

Denial-of-Service （DoS; サービス拒絶） の防止、 シグナルと メ デ ィ アの暗号化タ ー ミ ネー

シ ョ ンなどのさ まざまなセキュ リ テ ィ 機能を備えています。
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ポ リ シー適用と  QoS 制御

SBC では、 音声またはビデオ セ ッ シ ョ ンの確立前に、 利用可能な帯域幅に関する決定を十

分な情報に基づいて行えるよ う に、 Call Admission Control （CAC; コール ア ド ミ ッ シ ョ ン コ
ン ト ロール） による リ ソース利用ポリ シーの制御をサポー ト し ています。 また、 さ まざまな

種類のリ アルタ イム マルチ メ デ ィ ア セ ッ シ ョ ンについて優先順位付けを行う ために、 Type-
of-Service （TOS; サービス タ イプ） マーキングまたは他のク ラスベースの重み付きキューイ

ングをサポー ト し ている場合もあ り ます。SBC では、セ ッ シ ョ ンご との QoS メ ト リ ッ ク （パ

ケ ッ ト の遅延、 損失、 ジ ッ タ など） を収集し、 セ ッ シ ョ ン単位でポ リ シーを適用する こ と も

できます。

法規制への対応

SBC は、 合法的な監視下にある メ デ ィ ア パスを適切な法執行機関に送る こ とによ り、 国家

規制当局の合法的な傍受要求をサポー ト し ます。 E911 法のサポー ト に関し ては、 発信者に

ついての必要な情報を特定し、 その情報を緊急サービス提供機関に転送できます。

課金

SBC は、 課金および Call-Detail-Record （CDR; 呼詳細レ コー ド） の正規化で使用するセ ッ

シ ョ ンの詳細情報を抽出するために、 Authentication, Authorization, and Accounting （AAA;
認証、 許可、 アカウンテ ィ ング） をサポー ト し ています。 個々のセ ッ シ ョ ンに課金する こ と

で、 サービス プロバイダーはネ ッ ト ワークへの投資から収益を得る こ とができます。
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サービス プロバイダーのネ ッ ト ワークにおける SBC 展開のアプローチ

SBC は IP ネ ッ ト ワーク境界に配置され、IP ネ ッ ト ワーク間のリ アルタ イム マルチ メ デ ィ ア

ト ラ フ ィ ッ クのフ ローを管理し ます。 各 SBC の機能は、 相互接続するネ ッ ト ワークの種類

に応じ て異な り ます。 たと えば、 サービス プロバイダーと企業で管理されている VoIP ネ ッ

ト ワークの間の SBC では、 プロ ト コルのイ ン タ ーワーキングは通常は必要あ り ませんが、

サービス プロバイダー間のピア リ ングに使用される SBC では、必要な場合があり ます。SBC
を使用し てネ ッ ト ワーク を安全に拡大する方法は、サービス プロバイダーによ って異な り ま

す。 以下に、 3 つの典型的な SBC 展開シナリ オ と、 各シナ リ オでの課題を示し ます （図 1）。

図 1 SBC ネ ッ ト ワーク  ピア リ ング ポイ ン ト

サービス プロバイダー間の相互接続

商用 VoIP で最初に行われたサービス プロバイダー間の相互接続の 1 つは、サービス プロバ

イダーが商取引またはピア リ ング パー ト ナーと し て他の IP ベース ネ ッ ト ワークに通話をハ

ン ド オフする こ とによ り、 TDM に対する課金を回避する とい う もので し た。 その当時、 ロー

カル通信事業者から長距離通信事業者への音声通話のハン ド オフのほとんどは TDM ベース

だったため、 低額の国際通話料金を提供する VoIP 専業通信事業者が多数登場し ま し た。 こ

れらの通信事業者は、 VoIP および H.323 シグナ リ ング プロ ト コルを使用する他の次世代通

信事業者と相互接続するために、 SBC を展開し ま し た。 従来の通信事業者による VoIP 中継

の採用が増える と共に、 一般向け VoIP および企業向け IP テレ フ ォニー サービスを提供す

るブロー ドバン ド事業者が増加し たこ と で、 IP 上で相互接続を行うのは VoIP 専業通信事業

者だけではな く な り ま し た。 その結果、 これらの通信事業者の間では各社の IP ネ ッ ト ワー

ク を直接相互接続する割合が増え、 TDM での相互接続は減少し ています。 さ らに、 SIP およ

び IMS に基づいて設計された VoIP ネ ッ ト ワークが増えてお り、 現在運用されている H.323
VoIP ネ ッ ト ワークの多 く は、 それらのネ ッ ト ワーク との相互接続が必要になっています。
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サービス プロバイダーと企業のピア リ ング

企業における IP Private Branch Exchange （IP PBX; IP 構内交換機） の採用が急速に広ま り、

企業の IP ネ ッ ト ワークへの音声、 ビデオ、 およびデータの統合が進んでいる こ と を受けて、

企業顧客との IP 直接相互接続をサポー ト するために SBC 機能を自社のネ ッ ト ワーク  エ ッ

ジに展開するサービス プ ロバイ ダーが増えています。 これらのサービス プ ロバイ ダーが

SBC を導入する こ と で提供可能になるサービスには、 SIP ト ラ ンキング サービス、 複数の

サイ ト を含む VPN を所有する複数の独立し た顧客間を接続する VPN サービス、 企業の IP
テレ フ ォニーと ホス ト テ ッ ド  IP テレ フ ォニーを接続するサービスなどがあ り ます。 大企業

および中堅 ・ 中小企業 （SMB） にと ってのメ リ ッ ト には、 不必要な IP から  TDM への変換お

よび TDM から  IP への変換がな く なる こ と による コ ス ト の削減と転送遅延の減少があ り ま

す。 サービス プロバイダーにと ってのメ リ ッ ト は、 図 2 に示すマネージ ド  SIP ト ラ ンキン

グ サービスのよ う な、 大企業および SMB セグ メ ン ト からの新しい収益のチャ ンスが得られ

る こ と です。 さ らに、 高品質音声、 高精細ビデオ、 および対話要素を組み合わせてユニーク

な 「空間を共有」する会議体験を提供する TelePresence のよ う な新しい企業アプ リ ケーシ ョ

ンが登場し ていますが、 これら をはじめと する新し い リ アルタ イムのコ ラボレーテ ィ ブ コ

ミ ュニケーシ ョ ン サービスでは、 一貫し たサービス品質、ハイアベイ ラ ビ リ テ ィ 、 および IP
ト ラ ンスポー ト  ネ ッ ト ワーク と企業顧客の統合型 IP ネ ッ ト ワーク間の安全な IP 相互接続が

サービス プロバイダーのネ ッ ト ワークにますます強 く 求められています。 サービス プロバ

イダーは顧客によるシグナ リ ング プロ ト コルの選択にほとんど関与できないため、各企業間

および企業とサービス プロバイダー間でプロ ト コル イ ン ターワーキングを可能にするため

には、 SBC を展開する必要があり ます。

図 2 サービス プロバイダーが管理する SIP ト ラ ンキング サービス

サービス プロバイダーと家庭の相互接続

PacketCableTM VoIP システム、 IP ベースの DSLAM （DSL Access Multiplexer）、 ブロー ド

バン ド  ループ キャ リ ア、およびク ラス 5 機能ソ フ ト  スイ ッ チの出現によ り、VoIP サービス

は家庭ユーザ向けのア クセス ネ ッ ト ワークに急速に広ま っ ています。 高性能なケーブル シ
ステム、 DSL システム、 および Passive Optical Network （PON） システムによ っ て実現さ

れる帯域幅の拡大に伴っ て、 サービス プロバイダーは VoIP を超えた消費者向けマルチ メ

デ ィ ア サービスの提供も開始し ています。具体的には、 IP ベース テレビ、 IP ビデオ オン デ
マン ド、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ゲーム、 ビデオ テレ フ ォニー、 バイ ド ワイズ オンデマン ド、 テ

レビ上での発信者番号通知のよ う なセ ッ ト  ト ッ プ ボッ クス （STB） 統合型コ ミ ュニケーシ ョ

ン サービスなどです。 こ う し た一連のサービスは、 ブロー ドバン ド事業者の新しい大きな収

益源になっています。 このよ う な多数の新しいサービスに対応し て、 アクセス ネ ッ ト ワーク

内の SBC は、 PC、 ゲーム端末、 スマー ト  フ ォ ン、 デュアルモー ド  ハン ド セ ッ ト 、 IP セ ッ

ト ト ッ プ ボ ッ クス、 デジ タル メ デ ィ ア プレーヤーなど、 加入者の複数の家庭用電子機器に
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対し て、 NAT ト ラバーサルおよびフ ァ イアウォール ト ラバーサルをサポー ト する必要があ

り ます。 消費者からの収益を求める激し い競争によ り、 ア クセス ネ ッ ト ワークにおける IP
ベース サービスの数と多様性が増え続ける こ とは確実です。

展開オプシ ョ ン

ス タ ン ド アロン装置と統合型ネ ッ ト ワーク  コ ンポーネン ト

初期の SBC 展開は、 SBC デバイスをネ ッ ト ワークに並列に挿入し、 ネ ッ ト ワーク  ピア リ ン

グ ルータ に接続する と い う、 オーバーレ イ  モデルに基づいていま し た。 音声 ト ラ フ ィ ッ ク

はピア リ ング ルータ を通って出口イ ン ターフ ェ イスに送られ、そのイ ン ターフ ェ イスに接続

し ている SBC によ っ て NAT ト ラバーサルなどの機能が実行された後、 目的の宛先にルー

テ ィ ングするためにピア リ ング ルータに送り返されます。 このモデルも有効で し たが、 通信

機器のラ ッ クに SBC 装置のためのスペースが必要であ り、 ピア リ ング ルータ と  SBC の間

で ト ラ フ ィ ッ ク を転送するためのイ ン ターフ ェ イス ト ラ ンシーバのコス ト が発生し ます。ま

た、 SBC 装置をピア リ ング ルータ とは別にプロビジ ョ ニングおよび管理する必要があ り ま

す。

新しい実装では、SBC 機能をピア リ ング ルータ内に統合し ています。これには大きな メ リ ッ

ト があ り ます。 第 1 に、 SBC 機能と ピア リ ング ルータが同じ管理イ ン ターフ ェ イスを使用

するため、 プロビジ ョ ニングがよ り簡単にな り ます。 第2 に、 ネ ッ ト ワーク  ルータ内に統合

された SBC は、機器のラ ッ クに追加のスペースを必要と し ません。第 3 に、ピア リ ング ルー

タ と  SBC 間で ト ラ フ ィ ッ ク を転送するためだけの高価な専用光イ ン ターフ ェ イスが必要あ

り ません。 すべての ト ラ フ ィ ッ クはピア リ ング ルータ内で処理されます。 最も重要な点は、

SBC がルータの回線イ ン ターフ ェ イス カー ド と直接通信する こ とによ って追加機能を実装

できる こ と です。 たと えば、 SBC を標的と し た DoS 攻撃に対処するために、 攻撃パケ ッ ト

を ド ロ ッ プするよ う に入力回線イ ン ターフ ェ イスに指示する こ とができます。 さ らに、 統合

型 SBC は、 通信事業者ク ラスのルータが備える高度な QoS、 信頼性、 およびフ ェールオー

バー機能を利用する こ とができます （図 3 参照）。

図 3 SBC のス タ ン ド アロン装置と統合型ネ ッ ト ワーク  コ ンポーネン ト のアプローチ

サービス プロバイダーと企業の間におけるピア リ ングやサービス プロバイダーと家庭の間

におけるア クセス ネ ッ ト ワークの増加、 およびサービス プロバイダー間で増加し続ける相

互接続に対応するために必要なスケーラ ビ リ テ ィ を提供できるのは、 統合型 SBC だけです。

ス タ ン ド アロン SBC 装置の場合、 ピア リ ング ポイ ン ト が増える と、 大量の ト ラ ンシーバの
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設置、 電源および冷却機器の増強、 および管理の複雑化によ っ て コ ス ト が指数的に増大し、

事業者は対応できません。統合型 SBC の場合は、設置済みの IP ネ ッ ト ワーク  ルータに SBC
サービス機能を段階的に追加できるので、 コス ト および複雑さ を軽減できます。

機能の統合と分散

SBC の機能は、 大き く  2 つの論理的な下位要素、 Signaling Path Border Element （SBE） と

Data Path Border Element （DBE） に分ける こ とができます。 SBE は、 プロ ト コル イ ン ター

ワーキング （たと えば、 H.323 から  SIP へ）、 アイデンテ ィ テ ィ および ト ポロジの隠蔽、 CAC
などのシグナ リ ング機能を提供し ます。 DBE は、 デ ィ ープ パケ ッ ト 検査と変更、 メ デ ィ ア

リ レー、 SBE の制御下でのフ ァ イアウォールのサポー ト など、 メ デ ィ ア関連機能を提供し ま

す。 これまでは、 SBE と  DBE とい う  2 つの論理的要素を 1 つの物理的な SBC デバイス内

で実現するのが一般的で し た。 このモデルは、 統合モデルと呼ばれます （図 4 参照）。

図 4 統合 SBC モデル

しかし、 多 く の通信事業者は、 音声ネ ッ ト ワークの成長に比例し てネ ッ ト ワーク管理が困難

になっ ている こ と に気付き始めています。 サービス プロバイダーは今、 SBC のデータパス

機能と シグナ リ ング機能を分離するための方法を求めています。 彼らが求めている こ とは、

SBE の機能を DBE 要素から切り離し てネ ッ ト ワークに分散させ、 管理、 運用、 および ト ラ

ブルシ ューテ ィ ングを簡素化する こ と です。 この分散モデルでは、 IMS に採用されている

ITU-T H.248 のよ う な厳密に定義された標準を使用し て、SBE と  DBE 間の通信を行います。

これによ り、ネ ッ ト ワークに SBE 要素と  DBE 要素のマルチプ ラ ッ ト フ ォーム実装を行う こ

とができます。 SBC に関する分散アプローチは、 SBE の機能をネ ッ ト ワーク内のさ まざま

な異なる要素やアプ リ ケーシ ョ ンで提供する IMS、ITU、および TISPAN の各アーキテ クチャ

と目指す方向は同じ です （図 5 参照）。

SBC が統合された柔軟なネ ッ ト ワーク  コ ンポーネン ト は、 統合モデルと分散モデルの両方

をサポー ト し ます。 ネ ッ ト ワークは常に成長し、 進化し ていきます。 現在は統合 SBC で問

題のない規模のマルチ メ デ ィ ア IP ト ラ ンスポー ト  ネ ッ ト ワーク も、 やがて統合モデルで対

応できない規模に成長し、 分散アプローチが必要になるはずです。 通信事業者が必要と し て

いるのは、ネ ッ ト ワーク と共に成長する SBC です。大きな投資を必要とする、稼働中のネ ッ

ト ワーク要素の全面的なア ッ プグレー ド ではあ り ません。
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図 5 SBC の SBE 機能と  DBE 機能の分散

シス コの SBC ソ リ ューシ ョ ン

Cisco IP NGN （IP Next-Generation Network; 次世代 IP ネ ッ ト ワーク） アーキテ クチャによ

り、サービス プロバイダーは自社のネ ッ ト ワーク  アーキテ クチャ を計画および開発し、 IMS
および非 IMS のマルチ メ デ ィ ア サービスを提供する とい う 新しいビジネス機会に移行でき

ます。 Cisco IP NGN アーキテ クチャは、 顧客とのイ ン ターフ ェ イス と なるアプ リ ケーシ ョ

ン レ イヤ、 サービスを配信するセキュ アなネ ッ ト ワーク  レ イヤ、 およびその間に位置し て

サービスそのものの提供、 運用、 機能、 および課金を調整するサービス コ ン ト ロール レ イ

ヤとい う  3 つの主要領域が中心になっています。 また、 シスコは、 Cisco IP NGN  アーキテ

クチャのサービス コ ン ト ロール レ イヤ内で Service Exchange Framework （SEF; サービス

エクスチ ェ ンジ フ レームワーク） を開発し ま し た。 このフ レームワーク を可能にし ている一

連のテ ク ノ ロジーによ り、 サービス プロバイダーはモビ リ テ ィ 、 プレゼンス、 および革新的

な加入者認識機能を追加する一方で、マルチ メ デ ィ ア サービスの配信を効率的に制御および

最適化する こ とができます。Cisco SEF をシスコのイ ンテ リ ジ ェ ン ト なネ ッ ト ワーク  レ イヤ

ソ リ ューシ ョ ン と共に展開する こ とによ り、 サービス プロバイダーは、 ポリ シー管理、 ト ラ

フ ィ ッ ク最適化、 モバイル サービス管理、 セキュ リ テ ィ 、 および固定と モバイルの統合と

いった次世代ネ ッ ト ワークが現在抱えている さ まざまな課題に効果的に対処できます。

シスコの統合型 SBC 機能は、 Cisco SEF の重要な要素の 1 つです。 シスコは、 SBC 機能を

ルー タのレ イヤ 2 サービスおよびレ イヤ 3 サービスに透過的に統合するネ ッ ト ワー ク  プ
ラ ッ ト フ ォーム製品を幅広 く 揃えています。 これらの製品を使用する と、 ス タ ン ド アロ ン

SBC 装置のオーバーレ イ  ネ ッ ト ワークは不要です。 また、 SMB およびエン タープ ラ イズの

ネ ッ ト ワーク向けの Cisco サービス統合型ルータから、 Cisco 7600 シ リーズ サービス プロ

バイダー エ ッ ジ ルータ、さ らに Cisco XR 12000 シ リーズ コア キャ リ ア ネ ッ ト ワーク  ルー

タ まで、 SBC 機能を備えた さ まざまなルータ製品も提供し ています （図 6 参照）。
Page 8 of 10-2007 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. This document is Cisco Public Information.



All contents are Copyright © 1992

ホワイ ト  ペーパー
図 6 シスコの SBC ポー ト フ ォ リ オ

シスコのオープンで柔軟な SBC 展開アーキテ クチャは、 サービス プロバイダー間のピア リ

ング、 サービス プロバイダーと アクセス ネ ッ ト ワーク間のボーダー コ ン ト ロール、 および

エ ッ ジでのサービス プロバイダーと企業顧客の相互接続とい う、 すべての種類の IP 相互接

続を最適化し ます。 シス コ では、 統合と分散の両方の SBC シグナ リ ング展開アプローチを

サポー ト し ています。 シスコの SBC は、 IP 次世代ネ ッ ト ワーク を構築し ている大規模およ

び中小規模のサービス プロバイダーに高い柔軟性を提供し ます。 SIP、 H.248、 および他の

シグナ リ ング プロ ト コルのサポー ト によ り、 既存の Cisco ト ラ ンスポー ト  ネ ッ ト ワーク上

に将来の IMS アーキテ クチャ を容易に構築できます。

シス コの統合型ネ ッ ト ワーク  プ ラ ッ ト フ ォームはモジ ュ ラ設計にな っ ているので、 ネ ッ ト

ワーク事業者は必要に応じ て他の機能を追加し て、 マルチ メ デ ィ ア IP ネ ッ ト ワークの SBC
機能を コス ト 効率よ く 拡張できます。 サービス プロバイダーは、 統合されていないス タ ン ド

アロンの SBC 装置ではな く 、 ネ ッ ト ワーク  コ ンポーネン ト に統合された SBC を展開する

こ と で、 共通の電源システム、 冷却システム、 およびスイ ッ チング フ ァ ブ リ ッ ク  システム

を利用する こ とによる メ リ ッ ト も得る こ とができます。

さ らに、 シス コの統合型 SBC では、 プロビジ ョ ニングおよび運用も簡素化されます。 既存

のコマン ド ラ イ ン イ ン ターフ ェ イスおよび管理システムで管理する こ とができ、ピア リ ング

ルータ と  SBC 機能のために独自の管理イ ン ターフ ェ イスは必要あ り ません。 SBC 機能と レ

イヤ 2 およびレ イヤ 3 のサービスが密接に統合されているので、 事業者は、 VLAN 上のイ ン

ターフ ェ イスから外部の SBC に VPN をマ ッ プする とい う追加の作業を行わな く ても、顧客

の VPN をピア リ ング ルータ経由でマ ッ プする こ とができます。

シスコの SBC 機能が統合されたネ ッ ト ワーク  コ ンポーネン ト 製品では、Cisco IOS® ソ フ ト

ウ ェ アおよび Cisco IOS XR ソ フ ト ウ ェ アを使用し ているので、 ネ ッ ト ワーク事業者の提供

するサービスの可能性が広がり ます。 シスコは、 Cisco 7600 シ リーズや Cisco XR 12000 シ
リーズなどのハイエン ド  コア ルーテ ィ ング製品に SBC 機能を統合する こ とによ り、サービ

ス プロバイダーが Cisco IP NGN の統合型イ ン フ ラス ト ラ クチャに移行する際に、 設置済み

のルータからスムーズにア ッ プグレー ド できるよ う にし ています。
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サービス プロバイダー、企業、および家庭の VoIP 相互接続が急速に増加し ているため、SBC
がサポー ト する必要のあるネ ッ ト ワーク境界ポイ ン ト の数は大き く 増えています。 さ らに、

新たに登場し た IP ベースのマルチ メ デ ィ ア アプ リ ケーシ ョ ンは、 サービス プロバイダーに

は成長する収益源を もたら し、 消費者には新しい魅力的なパーソナラ イズされたオン ラ イ ン

サービスを提供し、 企業には最先端の生産性ツールを提供し ています。 ワイヤレス、 固定回

線、 CATV といったあらゆるネ ッ ト ワークにおいて、 新しいマルチ メ デ ィ ア サービスにアク

セスする加入者が急速に増加する こ とが予想されますが、 そ う し た加入者の急増に合わせて

拡大可能な管理および制御機能をサービス プロバイダーに提供するのは統合型 SBC だけで

す。 シス コのサービス エ クスチ ェ ンジ フ レームワークのサービス配信および制御テ ク ノ ロ

ジーの一部であるシスコの統合型 SBC は、成長を続けるダイナ ミ ッ クな IP ベース マルチ メ

デ ィ ア ネ ッ ト ワークのニーズをサービス プロバイダーが満たせるよ う に支援し ます。

シス コの統合型セ ッ シ ョ ン ボーダー コ ン ト ローラの詳細については、 以下を参照し て く だ

さい。

シスコの企業およびサービス プロバイダー向け SBC 製品 ：

http://www.cisco.com/jp/product/hs/iptel/mipg/prodlit/mipg_ds.shtml

Cisco XR 12000 セ ッ シ ョ ン ボーダー コ ン ト ローラ ：

http://www.cisco.com/jp/product/hs/routers/xr12000/prodlit/xr12ksbc_ds.shtml
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